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『今だからこそ・・』 【 読みたい ！ 】
人には、全力で臨まなければならない 私は、若い頃あまり本を身近に置いて

時がある。そして、自分の持つ力を発揮 いなかった。本を読んでいると、すぐ眠

したいと思う事がある。 たくなるタイプだった。文字をなぞって

しかし、全力を出すことは簡単ではな 読み進めよう、読み終わろうと、読んだ

い。そもそも、自分の全力がどれくらい ことに満足していた。だから、その本の

なのか、その限界を把握している人は少 良さは分かっていなかったように記憶す

。 、ないだろうし、また、それは変化するも る 夏休みの宿題としての一冊のように

のでもあるから・・。 ある面仕方なく読んでいた自分が居た。

特に中学生の時期は、身体も脳も大き しかし、ある時期から全く変わった。

く成長するため、この時期に運動・スポ それは、本との出会いだろう 「読みた。

ーツにどう取り組むか、また学習や読書 い」のだ 「おもしろい」のだ。読んで、

などで脳をどう活性化させるかは、その いるとワクワクするような、ジーンと胸

人の生涯の体力や考える力に大きな影響 に染みるような、そして涙で文字が見え

を与えるのは明らかである。 なくなるような、そんな本がある。

だからこそ、今やらなければならない それまでは、文字を目で読んでいたよ

のだ。体育や部活動などで、自分の体を うである。今は、本の中にある心を自分

鍛え、体力や技能を高めたい。授業で学 の心で読んでいるようにも感じる。

び、宅習で力を付けていかなければなら 本は労苦で読むものではないのだろ

ない。 う。自分の心の琴線に触れる本に出会う

自分の中にいろいろな力を蓄えていく ことが大切だと思う。しかし、数え切れ

今を大切に生きたい。 ない程の本の中から、それを選ぶことは

伸びよ 若竹のごとく！！ 至難の業だ。

であれば、とりあえず他の人が読んで

「面白い、良かった」と感想のある本を“歯を大切に”“歯を大切に”“歯を大切に”“歯を大切に”
歯科検診が行われました。あなたの歯 読んだらどうだろう。そんな本が図書室

は健康でしたか？昨年の同時期に行われ にはたくさんある。

た結果、５２人が治療が必要と診断され あなたの心に届く本がきっとある。身

ましたが、昨年度の内に治療が済んだ人 近に図書室を利用し、本を借りたい。

は、５９．６％でした。歯は、痛くなら そして、読もう。

ないと歯科医を訪れようとしない人が多 【 】ファミリー読書の日・・毎月２３日

いようですが、痛くならないうちに早め

に治療することが大切です。

体にエネルギーを補給する入り口とな

り、その咀嚼の機能を持つ歯、食後には
そしやく

歯を磨く習慣を付けるとともに、悪くな

ったら早期に治療をしましょう。

。歯の治療率１００％を目指そう


